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予習確認プリント（教科書 pp.119〜126） 

 

学年：    学籍番号：       名前：               

 

・吸音と遮音には，どのような違いがありますか？  

 

 

 

 

 

 

 

・吸音材料には，どのような種類（構造）のものがありますか？また，それぞれの吸音材料は，

どのような音に有効ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（音の）透過率と透過損失は，どのような関係にありますか？ 

 

 

 

 

※予習の段階に比べて，授業を聞き終わった段階では，何がわかりましたか？よくわからなかっ

たところは，どこですか？質問はありませんか？ 

 

 

 

 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

第 12 回 室内の音（教科書 pp.119〜126） 

 

※おおよそ板書の１面が，配付資料の半ページに相当 

 

◎ 音環境の全体像

０ 今日の内容 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

１ 音を受け止める（遮る）とは？（今日のポイント）  

（１）遮音 

 

------------------------------------------ 注）両者は別の性能（両方とも良いとは限らず） 

（２）吸音 

 

２ 屋外からの音を遮る（遮音する） 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

補足１ 透過損失を使う利点 

 

補足２ 基本は，重くて厚い壁の方が遮る効果が大きい。加えて，二重，三重の壁の方が遮る効

果が大きい。 

例外２つあり 124  



（オンデマンド形式による遠隔授業）

補足３ 遮音性能の評価  

 

（参考資料１） 壁の遮音性能の測定方法 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

（参考資料２）床の遮音性能の測定方法 

 

床衝撃音発生器 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

３ 室内からの音を反射させない（吸収する，吸音する） 

重要



（オンデマンド形式による遠隔授業）

（参考資料３） 吸音機構の種類と特性に関する詳細なまとめ 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

補足４ 吸音の効果を評価するためには？ 



（オンデマンド形式による遠隔授業）

４ 固体音 
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学年：    学籍番号：       名前：               

 

【演習問題】下記の問いに答えよ。 

（１）２室間の室間音圧レベル差について，中心周波数 125Hz から 4,000Hz までの６つの 1/1 オ

クターブバンド音圧レベルを測定したところ，125Hzで 30dB，250Hzで 33dB，500Hzで 40dB，

1,000Hz で 42dB，2,000Hz で 50dB，4,000Hz で 52dB であった。このときの遮音等級はいく

らか。教科書 p.125の図を用いて，答えよ。 

（２）ある上下階の２室間の床について，軽量衝撃源により下階の 1/1 オクターブバンド音圧レ

ベルを測定したところ，中心周波数 63Hz から 500Hz が支配的で，その値は 63Hz で 53dB，

125Hz で 55dB，250Hz で 54dB，500Hz で 35dB であった。このときの床衝撃音等級はいくら

か。教科書 p.126の図を用いて，答えよ。 


